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てんかんの病態検索に対する医用画像として、現在利用されているsingle photon emission CT
（SPECT）による局所脳血流謝定のみでは不充分であり、エネルギー代謝や神経受容体などを画像化す
る新しい放射性医薬品の出現が望まれている。本研究は、中枢性ペンゾジアゼビン受容体（BZR）結合
物質であるI－125イオマゼニール（I－125m庄Z）を用いて、てんかんモデル動物である自然発症てんかんラッ
ト（SER）の発作後状態での、脳内BZRの分布の変化を定量的に検索したものである。
まず正常ラット（KW）を用いて、BzR－結合物質である非放射性フルマゼニールによる結合阻害によ
り、脳局所でのI－125m庄Zの特異的結合の時間的変動を検討し、BZR分布検索の至適時間はI－125IMZ静注
後60分であることが判明した。
次に、定量的オートラジオグラフィーにより、KWおよびSERについて、L125m在Zの脳内分布を視覚
化し、脳局所でのI－125m蛇の分布の定量化を行ったところKWに比してSERでは、脳の他の部位に比し
て海馬領域に著明なI－125m蛇の集積増加が見られた。しかしI－125Iodoamphetamineによる局所脳血流
定量では、SERではKWに比して前頭葉、側頭葉および頭頂葉で有意な低下が見られたものの、海馬領
域では血流量の変化は認められなかった。
このことから、SERのてんかん発作後状態では、海馬領域で血流量の増加を伴わずにBZRの結合能が
元進していることが明らかとなり、てんかん発症に中枢性BZRが重要な役割を演じているものと考えら
れた。
本研究は、新しい放射性の中枢性BZR結合物質を用いて、てんかん発作により中枢性ベンゾジアゼピ
ン受容体分布が変化することを実験的に証明し、てんかんの画像診断に新たな手がかりを与えるもので
あり、博士（医学）の学位論文として価値あるものと認められる。
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